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助成金情報

行事予定

　　　　②同地域福祉部
　　　　TEL 078-242-4634
U R L　http://www.hasegawafukushikai.jp/

2019年度 社会福祉事業
ＮＰＯ基盤強化資金助成「住民参加型福
祉活動資金助成」
地域における高齢者・障害者・子どもなどに関
する複合的な生活課題に、地域住民が主体と
なって、包括的な支援を行なう活動に必要な
資金を助成します。
対　象　5人以上で活動する営利を目的としな

い団体（法人格の有無は問いません。）
ただし、社会福祉法人は除きます。

助成額　1団体30万円を上限とします。（総額
450万円を予定）

助成内容　助成対象の活動に関する人件費（助
成金額の50％を限度）・物件費　　
対象になる費用（費目）：人件費、会
議費、機材・什器・備品購入費、交通
費・通信費、印刷費、工事改修費など

締切り　令和元年7月19日（金）17時 
●問　●申　公益財団法人損保ジャパン日本興亜

福祉財団
　　　　TEL 03-3349-9570
U R L　https://www.sjnkwf.org/jyosei/
　　　　juminsankagata.html

障がい者の働く場パワーアップ
フォーラム（大阪会場）
障害者の働く場をめぐる、各地からの実践報告
を行う場として開催します。
開催日時　令和元年8月23日（金）10：00～17：00
会　場　マイドームおおさか
参加費　無料
定　員　200名（事前の参加登録が必要）
●問　●申　公益財団法人ヤマト福祉財団
　　　　TEL 03-3248-0691
U R L　http://www.yamato-fukushi.jp/
　　　　works/seminar/　

高齢者福祉新任職員研修(Ｂコース)
高齢者福祉を取り巻く情勢と施設職員の役割
を理解し、利用者の尊厳や主体性を保持した
支援、多職種と協働した福祉サービスの実践
について学びます。
開催日時　令和元年9月3日（火）10：10～17：00
開催場所　県福祉人材研修センター 3階研修室
締切り　令和元年8月13日（火）必着
　　　　研修センターホームページの「研修

の検索＆お申込み」からホームペー
ジ上でお申込みください。

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

社会福祉法人清水基金
社会福祉法人助成事業
障害者の施設を運営し、社会的自立支援・地
域移行を図る社会福祉法人に対し、各種の助
成を行うことにより、障害者福祉の増進に寄与
することを目的とします。
助成額　原則として1法人当たりの助成金額

は50万円～1,000万円（総額3億
6,000万円を予定。助成件数80件
程度）※原則として申し込み法人が
事業費の30％以上を負担

締切り　令和元年7月31日（水）必着
●問　●申　社会福祉法人清水基金 　　　　
　　　　TEL 03-3273-3503
U R L　https://www.shimizu-kikin.or.jp/

一般財団法人松翁会
2019年度・第34回社会福祉助成金
社会福祉に関する民間事業に助成します。
対　象　原則法人・団体であり（法人格の有

無は不問）、障害者の福祉向上案件
や難病案件、虐待防止案件であるこ
となどの条件を満たすこと

助成額　1件10万円以上60万円以内（総額
700万円以内）

締切り　令和元年7月31日（水）必着
●問　●申　一般財団法人松翁会
　　　　TEL 03-3201-3225 
U R L　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_
　　　　shououkai/

一般財団法人長谷川福祉会
令和元年度助成金
障害者を対象とした社会福祉活動のための施
設の建設・修理・改造および備品などの購入や
福祉団体・ボランティアグループなどが行う社
会福祉活動に対して助成します。 
対　象　障害者を対象とした施設・団体（法

人格の有無は不問）
助成額　①施設の建設・修理・改造：1件上限 

100万円、備品の購入：1件上限50
万円②社会福祉活動事業：1件上限
50万円、福祉活動用資材：1件上限
50万円

締切り　令和元年7月25日（木）必着
●問　●申　①兵庫県社会福祉協議会福祉事業部
　　　　TEL 078-242-4635

●問　●申　兵庫県社会福祉協議会 福祉人材研
修センター研修第1部

U R L　https://hfkensyu.com/

 ＯＪＴリーダー養成研修（基礎編）
◆福祉人材研修センター

　　　5日 県地域包括・在宅介護支援セン
ター協議会 総会・講演会　　　
◆県福祉センター

 日常生活自立支援事業専門員会議
◆県福祉センター

 相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学

　　 25日 県経営協第252回理事会・例会
◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　 26日 第2回県内社協事務局長会議
（地域福祉計画推進セミナー）　
◆県農業会館

　　 29日 令和元年度 生活支援体制整備
事業（生活支援コーディネーター）
基礎セミナー　　　　　　　　
◆県民会館

 相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆福祉人材研修センター

 令和元年度 近畿ブロック社協災害
ボランティアセンター災害支援研修
◆ひと・まち交流館 京都

　　 31日 生活福祉資金担当職員フォロー
アップ研修会　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　　6日 社会福祉法人監事研修 Ａコース
◆福祉人材研修センター

　　　8日 会計実務基礎講座（通信課程）ス
クーリング　　　　　　　　　
◆福祉人材研修センター

　　　9日 社会福祉法人監事研修 Ｂコース
◆福祉人材研修センター

 地域福祉研修（全4日）　　　　
◆福祉人材研修センター

　　 22日 前頭側頭型認知症家族交流会
◆県福祉センター

 組織マネジメント基礎研修（管理
職研修）　　　　　　　　　　
◆福祉人材研修センター

　　 26日 「支え合い社会」県民フォーラム
◆神戸芸術センター

　　 29日 経営計画策定リーダー養成ゼミ
ナール（全5回）　　　　　　　
◆県福祉センター

 若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター
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P2

福祉人材の確保・定着を福利厚生から考える
～質の高いサービス提供に向けて～

特集①

P4

「貸付」と「相談」を通じた生活支援
～生活福祉資金貸付制度の現状と課題～

特集②

P9 私の物語
女性がのびやかに生きられる社会へ
正井 禮子さん（神戸市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

みんなでつくるひょうごの福祉
住み慣れた自宅と地域で、自分らしい生活を続けるお手伝い
～情報と笑顔の配達人たち～

色鮮やかに咲く夏の花、
平池公園（加東市）の蓮・睡蓮だよ。
お出掛けは、花が開く午前中に。

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 勝原福祉会
子育て支援を通して地域とつながる
～勝原Peco～
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内
閣
府
が
実
施
し
た
、「
子
供・若
者
の

意
識
に
関
す
る
調
査
」で
は
、仕
事
の
選

択
で
重
要
視
す
る
観
点
に
つ
い
て
、「
福

利
厚
生
が
充
実
」と
回
答
し
た
者
が

85
％
を
超
え
て
い
る（
図
１
）。

　
ま
た
、（
公
財
）介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た「
平
成
29
年
度
介
護

労
働
実
態
調
査
」で
は
、人
材
の
確
保・

定
着
が
順
調
に
進
む
事
業
所
は
、福
利

厚
生
の
充
実
に
関
す
る
施
策
に
取
り
組

む
傾
向
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
結
果

も
出
て
い
る（
図
２
）。福
利
厚
生
は
職

員
の
確
保
や
定
着
を
目
指
す
上
で
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

　
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、優
秀
な
人
材
の
確
保・育

成
と
併
せ
、職
員
一
人
一
人
が
能
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
な
が
ら
そ
の

定
着
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

　
法
人
や
事
業
所
は
、給
与
面
や
職
場

の
環
境
整
備
な
ど「
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
」に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
や
工
夫
を
重
ね
る
が
、そ
の
中
で

も「
福
利
厚
生
」は
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
観
点
だ
。例
え
ば
、平
成
29
年
度
に

　
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
は
、本
来

は
、各
職
場
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す

る
も
の
だ
。し
か
し
、個
々
の
法
人・事

業
所
が
、サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
を
し

な
が
ら
、福
利
厚
生
の
企
画
や
運
営
を

行
う
に
は
、そ
れ
な
り
の
組
織
体
制
自

体
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。特
に
小
規

模
な
事
業
所
で
は
、そ
の
負
担
は
大
き

く
、経
費
面
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も

享
受
し
に
く
い
。

　
そ
こ
で
、県
社
協
で
は
各
法
人
の
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、福
利
厚
生

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、昭
和

49
年
、県
内（
神
戸
市
を
除
く
。）の
民
間

社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
職
員
を
対

象
と
し
た「
兵
庫
県
民
間
社
会
福
祉
事

業
職
員
互
助
会
」（
以
下
、「
互
助
会
」）を

創
設
し
た
。現
在
、多
様
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、福
利
厚
生
の
充
実
に

向
け
、さ
ら
に
は
人
材
確
保
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　介護人材については、２０２５年には兵庫県において
約２万人が不足すると見込まれている。急速に進む少
子高齢化、それに伴う労働力人口の減少により、福祉
職場の人材確保は喫緊の課題になっている。
　この特集では、人材の確保や定着に向けて各法人・
事業所における福利厚生のあり方を考えるとともに、
県社協が運営をしている「兵庫県民間社会福祉事業
職員互助会」の取り組みを紹介する。

　
互
助
会
は
、県
内
の
民
間
社
会
福
祉

施
設・団
体
で
働
く
職
員
が
助
け
合
う

互
助
組
織
で
あ
り
、年
額
１
２
０
０
０

円
の
掛
金（
本
人
及
び
施
設・団
体
で
折

半
）に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。そ
の
掛
金

を
基
に
、①
給
付
事
業
、②
貸
付
事
業
、

③
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
31
年
３
月
末
現
在
、１
万
１
２
５

９
名
の
職
員
が
加
入
し
て
い
る
。

①
給
付
事
業

　
給
付
事
業
は
、会
員
が
直
面
す
る
出

来
事
に
応
じ
て
給
付
金
を
支
給
す
る
事

業
で
あ
る
。「
傷
病
見
舞
金
」「
災
害
見
舞

金
」「
結
婚
祝
金
」な
ど
、全
部
で
９
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、平
成
30

年
度
は
合
計
で
４
９
３
８
件
の
支
給
を

行
っ
た
。

②
貸
付
事
業

　
急
な
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る
。（
貸

付
額
は
本
俸
月
額
の
４
カ
月
分
以
内
）

③
会
員
交
流・余
暇
充
実
事
業

　
会
員
間
の
交
流
を
図
る
た
め
、年
１

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、宿
泊
旅
行
、日
帰
り
旅
行
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。平
成
30
年

度
は
、24
の
企
画
に
対
し
、３
２
０
２
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

④
そ
の
他
の
事
業

　
こ
の
ほ
か
、映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
、ス

ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋
、

指
定
割
引
施
設
と
の
提
携
、商
品
の
斡

旋
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
26
年
度
か
ら
は
福
利
厚

生
事
業
を
専
門
に
行
う
企
業
と
契
約

し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ

た
、メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
を
図
る
な
ど
、

絶
え
ず
事
業
の
充
実・強
化
に
努
め
て

い
る
。 働

き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り

福祉人材の確保・定着を
福利厚生から考える
～質の高いサービス提供に向けて～

　
福
利
厚
生
の
取
り
組
み
は
、人
材
の

確
保・定
着
の
面
で
即
座
に
効
果
が
現

れ
る
と
は
限
ら
な
い
。し
か
し
、一
時
的

で
は
な
い
継
続
的
な
取
り
組
み
は
、職

場
の
魅
力
を
伝
え
る
有
力
な
手
段
と
な

り
、福
祉
分
野
へ
の
就
労
を
後
押
し
す

る
動
機
付
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、福
利
厚
生
は
、福
祉

の
職
場
で
働
く
一
人
一
人
の
職
業
生
活

を
充
実
さ
せ
、ひ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
や
利
用
者
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。福
利
厚
生

に
取
り
組
む
意
義
を
組
織
内
で
今
一
度

確
か
め
、各
施
設・法
人
の
実
情
に
応
じ

た
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

図１ 仕事を選択する際に重要視する観点

図２ 「福利厚生を充実させ、職場内交流を深めている」と
　　 答えた事業所の割合（％）

職場を離れて、リフレッシュ（日帰りバーベキュー旅行の様子）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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自分のやりたいことが
できる

福利厚生が充実している

社会的評価の高い仕事
である

①従業員が「大いに不足」「不足」でかつ「定着率が低くて困っている」事業所
②従業員が「大いに不足」「不足」でかつ「定着率が低くない」事業所
③従業員が「適当」かつ「定着率は低くない」事業所

■とても重要　■まあ重要　■あまり重要でない　■全く重要でない
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い
る（
図
１
）。

　
ま
た
、（
公
財
）介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た「
平
成
29
年
度
介
護

労
働
実
態
調
査
」で
は
、人
材
の
確
保・

定
着
が
順
調
に
進
む
事
業
所
は
、福
利

厚
生
の
充
実
に
関
す
る
施
策
に
取
り
組

む
傾
向
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
結
果

も
出
て
い
る（
図
２
）。福
利
厚
生
は
職

員
の
確
保
や
定
着
を
目
指
す
上
で
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

　
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、優
秀
な
人
材
の
確
保・育

成
と
併
せ
、職
員
一
人
一
人
が
能
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
な
が
ら
そ
の

定
着
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

　
法
人
や
事
業
所
は
、給
与
面
や
職
場

の
環
境
整
備
な
ど「
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
」に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
や
工
夫
を
重
ね
る
が
、そ
の
中
で

も「
福
利
厚
生
」は
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
観
点
だ
。例
え
ば
、平
成
29
年
度
に

　
職
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
は
、本
来

は
、各
職
場
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す

る
も
の
だ
。し
か
し
、個
々
の
法
人・事

業
所
が
、サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
を
し

な
が
ら
、福
利
厚
生
の
企
画
や
運
営
を

行
う
に
は
、そ
れ
な
り
の
組
織
体
制
自

体
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。特
に
小
規

模
な
事
業
所
で
は
、そ
の
負
担
は
大
き

く
、経
費
面
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も

享
受
し
に
く
い
。

　
そ
こ
で
、県
社
協
で
は
各
法
人
の
負

担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、福
利
厚
生

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、昭
和

49
年
、県
内（
神
戸
市
を
除
く
。）の
民
間

社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
職
員
を
対

象
と
し
た「
兵
庫
県
民
間
社
会
福
祉
事

業
職
員
互
助
会
」（
以
下
、「
互
助
会
」）を

創
設
し
た
。現
在
、多
様
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、福
利
厚
生
の
充
実
に

向
け
、さ
ら
に
は
人
材
確
保
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
互
助
会
は
、県
内
の
民
間
社
会
福
祉

施
設・団
体
で
働
く
職
員
が
助
け
合
う

互
助
組
織
で
あ
り
、年
額
１
２
０
０
０

円
の
掛
金（
本
人
及
び
施
設・団
体
で
折

半
）に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。そ
の
掛
金

を
基
に
、①
給
付
事
業
、②
貸
付
事
業
、

③
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
31
年
３
月
末
現
在
、１
万
１
２
５

９
名
の
職
員
が
加
入
し
て
い
る
。

①
給
付
事
業

　
給
付
事
業
は
、会
員
が
直
面
す
る
出

来
事
に
応
じ
て
給
付
金
を
支
給
す
る
事

業
で
あ
る
。「
傷
病
見
舞
金
」「
災
害
見
舞

金
」「
結
婚
祝
金
」な
ど
、全
部
で
９
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、平
成
30

年
度
は
合
計
で
４
９
３
８
件
の
支
給
を

行
っ
た
。

②
貸
付
事
業

　
急
な
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

備
え
、貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る
。（
貸

付
額
は
本
俸
月
額
の
４
カ
月
分
以
内
）

③
会
員
交
流・余
暇
充
実
事
業

　
会
員
間
の
交
流
を
図
る
た
め
、年
１

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、宿
泊
旅
行
、日
帰
り
旅
行
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。平
成
30
年

度
は
、24
の
企
画
に
対
し
、３
２
０
２
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

④
そ
の
他
の
事
業

　
こ
の
ほ
か
、映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
、ス

ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
斡
旋
、

指
定
割
引
施
設
と
の
提
携
、商
品
の
斡

旋
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
26
年
度
か
ら
は
福
利
厚

生
事
業
を
専
門
に
行
う
企
業
と
契
約

し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ

た
、メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
を
図
る
な
ど
、

絶
え
ず
事
業
の
充
実・強
化
に
努
め
て

い
る
。

　
福
利
厚
生
の
取
り
組
み
は
、人
材
の

確
保・定
着
の
面
で
即
座
に
効
果
が
現

れ
る
と
は
限
ら
な
い
。し
か
し
、一
時
的

で
は
な
い
継
続
的
な
取
り
組
み
は
、職

場
の
魅
力
を
伝
え
る
有
力
な
手
段
と
な

り
、福
祉
分
野
へ
の
就
労
を
後
押
し
す

る
動
機
付
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、福
利
厚
生
は
、福
祉

の
職
場
で
働
く
一
人
一
人
の
職
業
生
活

を
充
実
さ
せ
、ひ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
や
利
用
者
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。福
利
厚
生

に
取
り
組
む
意
義
を
組
織
内
で
今
一
度

確
か
め
、各
施
設・法
人
の
実
情
に
応
じ

た
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
に

互
助
会
事
業
の
紹
介

福
利
厚
生
の

充
実
に
向
け
て

職場の仲間と汗を流す
（バレーボール大会の様子）

互助会は今年で創立４５周年を迎
えます。事業所・団体の新規加入
を随時受け付けています。
問い合わせ先 福祉事業部
TEL 078-242-4635
ホームページ　
https://www.hyogo-wel.or.jp/
welfare/cooperate.php

◀ホームページ
　QRコードは
　こちら
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め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。福
祉
事
務
所

が
認
め
た
場
合
に
限
る
も
の
の
、昨
年
度

は
利
用
世
帯
の
う
ち
約
８
割
が
生
活
保

護
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
借
入
理
由

の
ほ
と
ん
ど
は
冷
房
器
具
の
購
入
な
ど

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、昨
年
の
猛
暑
の

影
響
を
表
す
結
果
と
な
っ
た
。

継
続
的
な
見
守
り
の
必
要
性

　
生
活
福
祉
資
金
は
、相
談
支
援
を
伴
う

と
は
い
え
、あ
く
ま
で
も
貸
付
制
度
で
あ

り
、「
返
済
」が
必
要
と
な
る
。学
校
を
卒

業
し
た
後
の
若
者
に
も
、そ
の
責
務
は
求

め
ら
れ
る
。

　
近
年
、高
等
教
育
無
償
化
な
ど
の
議
論

も
あ
り
、給
付
型
奨
学
金
な
ど
負
担
軽
減

策
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、生
活
福

祉
資
金
で
は
、制
度
上
、そ
う
い
っ
た
対

応
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。ま
た
、せ
っ
か

く
入
学
し
た
学
校
を
途
中
で
退
学
し
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　
教
育
支
援
資
金
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
実
現
し
、将
来
の
生
活
が
安

定
的
に
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に

は「
学
校
に
入
る
こ
と
」を
支
援
す
る
だ

に
増
加
し
た
貸
付
件
数
は
、こ
の
数
年
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、昨
年
度
は
猛
暑
に

よ
る
冷
房
器
具
購
入
費
用
の
相
談
が
増

え
た
影
響
も
あ
り
、増
加
に
転
じ
た
。

　
中
で
も
最
も
貸
付
件
数
が
多
い
の
は

高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
費
用
を
貸
付

す
る
教
育
支
援
資
金
で
、全
体
の
７
割
近

く
を
占
め
て
い
る
。

　
教
育
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
、利
用
す

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、主
に
住

民
税
が
非
課
税
程
度
と
な
る
低
所
得
世

帯
な
ど
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応

じ
て
無
利
子
ま
た
は
低
利
子
で
貸
付
を

行
う
と
と
も
に
、貸
付
を
通
し
て
世
帯
の

課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
う

制
度
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
、民
生
委
員
が
低
所
得
世

帯
の
自
立
を
促
す
た
め
取
り
組
み
始
め

た「
世
帯
更
生
運
動
」を
契
機
に
創
設
さ

れ
、こ
れ
ま
で
も
常
に
民
生
委
員
と
市
区

町
社
協
が
両
輪
と
な
っ
て
そ
の
運
営
に

あ
た
っ
て
き
た
。現
在
で
も
、一
部
の
資

金
種
類
を
除
き
、市
区
町
社
協
が
窓
口
と

な
り
、資
金
貸
付
の
相
談
や
申
込
み
な
ど

の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、民
生
委
員
は

貸
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
見
守
り
な

ど
を
通
じ
て
、困
り
ご
と
の
確
認
や
返
済

に
対
す
る
助
言
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
役
を

担
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
、兵
庫
県
内
で
は

1
3
0
0
件
を
超
え
る
貸
付
を
行
っ
て

い
る
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
時
的

「貸付」と「相談」を通じた
生活支援
～生活福祉資金貸付制度の現状と課題～

る
世
帯
の
傾
向
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。昨
年
度
貸
付

を
行
っ
た
5
0
7
世
帯
の
う
ち
母
子
等

世
帯
が
4
0
7
世
帯
と
全
体
の
約
８
割

を
占
め
、さ
ら
に
そ
の
う
ち
2
4
3
世
帯

は
生
活
保
護
受
給
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

実
に
利
用
世
帯
の
約
半
数
は「
生
活
保
護

を
受
給
す
る
母
子
等
世
帯
」で
あ
り
、こ

れ
ら
の
世
帯
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
大

き
な
負
担
を
背
負
わ
せ
て
い
る
現
状
が

見
て
取
れ
る
。

　
ま
た
、一
部
の
福
祉
資
金
で
は
、従
来

は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
生
活
保
護

世
帯
へ
の
貸
付
が
平
成
26
年
度
よ
り
認

　生活福祉資金貸付制度は、民生委員
による取り組みをきっかけに昭和３０年
に創設された「世帯更生資金貸付制度」
を原型としている。
　本特集では、経済情勢などに左右さ
れながら制度改正を繰り返し、現在も多
くの地域住民に利用されている生活福
祉資金貸付制度について、現状と課題
を考える。

に
関
わ
っ
た
こ
と
の
効
果
が
感
じ
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
に
は
福
祉
医
療
機
構
が
実

施
す
る
年
金
担
保
融
資
が
廃
止
さ
れ
、そ

の
代
替
策
の
一
つ
と
し
て
生
活
福
祉
資

金
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、今
後
は
高
齢
世
帯
へ
の

貸
付
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　
低
所
得
世
帯
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る「
生

活
福
祉
資
金
を
利
用
し
た
い
」と
の
相
談

は
、金
銭
的
な
支
援
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
世
帯
に
は
金
銭
的
な

こ
と
以
外
に
も
多
様
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
市
区
町
社
協
が
生
活
福
祉
資
金
を
実

施
す
る
こ
と
は
、地
域
で
課
題
を
抱
え
る

世
帯
の
把
握
に
も
効
果
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、寄
せ
ら
れ
る
相
談
を
き
っ

か
け
と
し
て
、世
帯
の
抱
え
る
課
題
全
体

に
、民
生
委
員
や
市
区
町
社
協
を
は
じ

め
、関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発

揮
し
、包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

け
で
は
な
く
、学
校
に
通
っ
て
い
る
間
も

継
続
的
に
見
守
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

県
内
社
協
の
取
り
組
み
か
ら

　
県
内
の
市
区
町
社
協
で
は
、教
育
支
援

資
金
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
、

在
学
期
間
中
を
通
じ
て
担
当
者
と
面
談

を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　
担
当
者
は
、入
学
時
に
定
め
た
目
標
な

ど
に
基
づ
い
て
、学
校
生
活
の
様
子
や
将

来
の
夢
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
、学
校
生

活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
な
ど

を
聞
き
取
り
、学
校
生
活
が
継
続
さ
れ
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
、子
ど
も
と
の
関
わ

り
を
継
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
か
ら
は
卒
業
を
控

え
た
冬
季
に
も
最
後
の
面
談
を
行
う
取

り
組
み
を
始
め
た
。

　
先
行
的
に
こ
の
面
談
に
取
り
組
ん
だ

加
古
川
市
社
協
で
は
、面
談
を
子
ど
も
と

社
協
の
担
当
者
だ
け
で
行
う
の
で
は
な

く
、そ
の
親
と
、民
生
委
員
も
同
席
し
て

実
施
し
た
。

　
面
談
の
席
上
、子
ど
も
や
親
か
ら「
こ

の
資
金
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
で
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
た
。無
事
に
就
職
も
決

ま
っ
た
の
で
、４
月
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、継
続
的

社
協
と
民
生
委
員
の

連
携

各
資
金
を
利
用
す
る

世
帯
の
傾
向
か
ら
見
え
る

課
題

平成30年度の貸付決定件数
資金種別 申込件数 貸付決定

件数 世帯数
前年度の
決定件数

要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

合計

教育支援資金

福祉資金

緊急小口資金

総合支援資金

不動産担保型生活資金

臨時特例つなぎ資金

924

210

169

21

1

12

15

1,352

916

203

156

19

1

10

15

1,320

507

203

156

19

1

10

15

911

839

127

131

49

2

7

33

1,188
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め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。福
祉
事
務
所

が
認
め
た
場
合
に
限
る
も
の
の
、昨
年
度

は
利
用
世
帯
の
う
ち
約
８
割
が
生
活
保

護
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
借
入
理
由

の
ほ
と
ん
ど
は
冷
房
器
具
の
購
入
な
ど

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、昨
年
の
猛
暑
の

影
響
を
表
す
結
果
と
な
っ
た
。

継
続
的
な
見
守
り
の
必
要
性

　
生
活
福
祉
資
金
は
、相
談
支
援
を
伴
う

と
は
い
え
、あ
く
ま
で
も
貸
付
制
度
で
あ

り
、「
返
済
」が
必
要
と
な
る
。学
校
を
卒

業
し
た
後
の
若
者
に
も
、そ
の
責
務
は
求

め
ら
れ
る
。

　
近
年
、高
等
教
育
無
償
化
な
ど
の
議
論

も
あ
り
、給
付
型
奨
学
金
な
ど
負
担
軽
減

策
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、生
活
福

祉
資
金
で
は
、制
度
上
、そ
う
い
っ
た
対

応
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。ま
た
、せ
っ
か

く
入
学
し
た
学
校
を
途
中
で
退
学
し
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　
教
育
支
援
資
金
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
実
現
し
、将
来
の
生
活
が
安

定
的
に
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に

は「
学
校
に
入
る
こ
と
」を
支
援
す
る
だ

に
増
加
し
た
貸
付
件
数
は
、こ
の
数
年
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、昨
年
度
は
猛
暑
に

よ
る
冷
房
器
具
購
入
費
用
の
相
談
が
増

え
た
影
響
も
あ
り
、増
加
に
転
じ
た
。

　
中
で
も
最
も
貸
付
件
数
が
多
い
の
は

高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
費
用
を
貸
付

す
る
教
育
支
援
資
金
で
、全
体
の
７
割
近

く
を
占
め
て
い
る
。

　
教
育
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
、利
用
す

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、主
に
住

民
税
が
非
課
税
程
度
と
な
る
低
所
得
世

帯
な
ど
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応

じ
て
無
利
子
ま
た
は
低
利
子
で
貸
付
を

行
う
と
と
も
に
、貸
付
を
通
し
て
世
帯
の

課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
う

制
度
で
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
、民
生
委
員
が
低
所
得
世

帯
の
自
立
を
促
す
た
め
取
り
組
み
始
め

た「
世
帯
更
生
運
動
」を
契
機
に
創
設
さ

れ
、こ
れ
ま
で
も
常
に
民
生
委
員
と
市
区

町
社
協
が
両
輪
と
な
っ
て
そ
の
運
営
に

あ
た
っ
て
き
た
。現
在
で
も
、一
部
の
資

金
種
類
を
除
き
、市
区
町
社
協
が
窓
口
と

な
り
、資
金
貸
付
の
相
談
や
申
込
み
な
ど

の
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、民
生
委
員
は

貸
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
見
守
り
な

ど
を
通
じ
て
、困
り
ご
と
の
確
認
や
返
済

に
対
す
る
助
言
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
役
を

担
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
、兵
庫
県
内
で
は

1
3
0
0
件
を
超
え
る
貸
付
を
行
っ
て

い
る
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
時
的

る
世
帯
の
傾
向
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。昨
年
度
貸
付

を
行
っ
た
5
0
7
世
帯
の
う
ち
母
子
等

世
帯
が
4
0
7
世
帯
と
全
体
の
約
８
割

を
占
め
、さ
ら
に
そ
の
う
ち
2
4
3
世
帯

は
生
活
保
護
受
給
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

実
に
利
用
世
帯
の
約
半
数
は「
生
活
保
護

を
受
給
す
る
母
子
等
世
帯
」で
あ
り
、こ

れ
ら
の
世
帯
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
大

き
な
負
担
を
背
負
わ
せ
て
い
る
現
状
が

見
て
取
れ
る
。

　
ま
た
、一
部
の
福
祉
資
金
で
は
、従
来

は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
生
活
保
護

世
帯
へ
の
貸
付
が
平
成
26
年
度
よ
り
認

に
関
わ
っ
た
こ
と
の
効
果
が
感
じ
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
に
は
福
祉
医
療
機
構
が
実

施
す
る
年
金
担
保
融
資
が
廃
止
さ
れ
、そ

の
代
替
策
の
一
つ
と
し
て
生
活
福
祉
資

金
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、今
後
は
高
齢
世
帯
へ
の

貸
付
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　
低
所
得
世
帯
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る「
生

活
福
祉
資
金
を
利
用
し
た
い
」と
の
相
談

は
、金
銭
的
な
支
援
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
世
帯
に
は
金
銭
的
な

こ
と
以
外
に
も
多
様
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
市
区
町
社
協
が
生
活
福
祉
資
金
を
実

施
す
る
こ
と
は
、地
域
で
課
題
を
抱
え
る

世
帯
の
把
握
に
も
効
果
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、寄
せ
ら
れ
る
相
談
を
き
っ

か
け
と
し
て
、世
帯
の
抱
え
る
課
題
全
体

に
、民
生
委
員
や
市
区
町
社
協
を
は
じ

め
、関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発

揮
し
、包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

け
で
は
な
く
、学
校
に
通
っ
て
い
る
間
も

継
続
的
に
見
守
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

県
内
社
協
の
取
り
組
み
か
ら

　
県
内
の
市
区
町
社
協
で
は
、教
育
支
援

資
金
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
、

在
学
期
間
中
を
通
じ
て
担
当
者
と
面
談

を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　
担
当
者
は
、入
学
時
に
定
め
た
目
標
な

ど
に
基
づ
い
て
、学
校
生
活
の
様
子
や
将

来
の
夢
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
、学
校
生

活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
な
ど

を
聞
き
取
り
、学
校
生
活
が
継
続
さ
れ
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
、子
ど
も
と
の
関
わ

り
を
継
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
か
ら
は
卒
業
を
控

え
た
冬
季
に
も
最
後
の
面
談
を
行
う
取

り
組
み
を
始
め
た
。

　
先
行
的
に
こ
の
面
談
に
取
り
組
ん
だ

加
古
川
市
社
協
で
は
、面
談
を
子
ど
も
と

社
協
の
担
当
者
だ
け
で
行
う
の
で
は
な

く
、そ
の
親
と
、民
生
委
員
も
同
席
し
て

実
施
し
た
。

　
面
談
の
席
上
、子
ど
も
や
親
か
ら「
こ

の
資
金
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
で
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
た
。無
事
に
就
職
も
決

ま
っ
た
の
で
、４
月
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、継
続
的

貸
付
と
相
談
に
よ
っ
て

生
活
を
支
援
す
る

こ
れ
か
ら
の
生
活
福
祉
資
金
が

求
め
ら
れ
る
役
割

教育支援資金利用者の世帯傾向

一般世帯で
生活保護受給世帯は
31件（6.1％）

母子等世帯で
生活保護受給世帯は
243件（47.9％）

計507件

母子等世帯
407件
（80.3％）

一般世帯
100件
（19.7％）
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みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

ＴＯＰＩＣＳ

　高齢者、障害者、子ども・子育て世代、外国人など誰もが
気軽に集い、悩みや困りごとを共有し、交流できる地域の
居場所づくりを支援するために、今年度、「ユニバーサルカ
フェ開設応援の助成事業」が予定されています。
　「ふるさとひょうご寄附金」を財源として実施するこの助
成事業は、助成金額の上限を１０万円とし、ユニバーサルカ
フェを開設する為の用品購入・広報経費、交流イベントなど
の開催経費に活用していただけます。
　詳細は後日、県社協および市町社協を通じてご案内い
たします。

地域の居場所づくりを応援! !
ユニバーサルカフェ開設応援事業

講
演
会
な
ど
を
通
じ
、認
知
症
、介
護
予

防
、支
え
合
い
活
動
な
ど
に
つ
い
て
会
員

と
地
域
住
民
、行
政
職
員
も
交
え
て
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
学
習
会
で
の
気
づ
き
を
基

に
、平
成
28
年
度
か
ら
の
2
年
間
は
県

の
補
助
金
を
活
用
し
、町
内
の
高
齢
者

サ
ロ
ン
を
調
査
し
て「
笑
い
声
が
聞
こ

え
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
ガ
イ
ド
M
A
P
」

を
発
行
。さ
ら
に
は
、在
宅
ケ
ア
の
情
報

を
盛
り
込
ん
だ「
猪
名
川
か
わ
ら
版
」の

発
行
に
も
つ
な
げ
た
。

　「
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
に
大
変
好

評
だ
っ
た
。ど
こ
に
行
け
ば
仲
間
と
交

　
N
P
O
法
人
猪
名
川
在
宅
ケ
ア
を
考

え
る
会（
以
下
、「
考
え
る
会
」）は
、地
域

の
高
齢
者
福
祉
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、平

成
20
年
に
情
報
収
集・啓
発
に
取
り
組
む

団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。以
来
、福
祉・

介
護
に
関
す
る
学
習
会
に
力
を
入
れ
て

お
り
、考
え
る
会
の
会
員
に
医
師
や
福
祉

関
係
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、専
門
的
な
話

題
も
分
か
り
や
す
く
紐
解
き
な
が
ら
、地

域
住
民
と
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く
っ

て
き
た
。シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
勉
強
会
、

流
で
き
る
の
か
、具
体
的
な
情
報
を
届

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
」

と
理
事
長
の
久
保
さ
ん
は
活
動
を
振
り

返
る
。

　
考
え
る
会
で
は
、平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
、地
域
の
人
た
ち
と
の
意
見
交

換
会「
ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議（
つ
な

が
り
づ
く
り
i
n
松
尾
台
）」を
発
展
さ

せ
、翌
年
か
ら
は「
寄
り
添
う
在
宅
ケ

ア・サ
ロ
ン
」を
月
2
回
実
施
し
て
い

る
。松
尾
台
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
協
働
し
、介
護
の
心
配
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仲
間
と
話

し
合
い
、専
門
家
に
相
談
で
き
る
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、健
康
体
操
な
ど

を
行
う
取
り
組
み
だ
。地
域
住
民
に

と
っ
て
も
、気
軽
に
参
加
し
て
コ
コ
ロ

と
カ
ラ
ダ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場

に
な
っ
て
い
る
。

　
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、今
後
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
見
え

て
き
た
。例
え
ば
、サ
ロ
ン
へ
の
参
加
や

買
い
物
な
ど
に
必
要
な
移
動
支
援
、認

知
症
の
方
の
生
活
支
援
な
ど
だ
。い
ず

れ
も
解
決
策
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
も
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人

猪
名
川
在
宅
ケ
ア
を
考
え
る
会

〒
6
6
6
-0
2
6
1
川
辺
郡
猪
名
川
町

松
尾
台
4
丁
目
6
番
1
5
1

T
E
L
:0
7
2
‐
7
6
6
‐
6
9
2
0

気
軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
へ

〜〝
寄
り
添
う
在
宅
ケ
ア
・

サ
ロ
ン
〞の
実
施
〜

大好評｢高齢者サロンガイドMAP｣
｢猪名川かわら版｣

笑顔が弾ける「寄り添う在宅サロン」

学
習
会
か
ら
発
展
し
て

挑
戦
し
た

「
高
齢
者
サ
ロ
ン
マ
ッ
プ
」作
り

住
み
慣
れ
た
自
宅
と
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
お
手
伝
い

〜
情
報
と
笑
顔
の
配
達
人
た
ち
〜

「支え合い社会」県民フォーラム　開催予告
野沢 和弘 氏（毎日新聞社論説委員）による記念講演が決定！

で
は
な
い
が
、地
域
住
民
と
一
緒
に
学

び・考
え
る
と
い
う
、考
え
る
会
が
大
切

に
し
て
き
た
ス
タ
イ
ル
か
ら「
地
域
の

中
で
高
齢
者
を
一
人
に
さ
せ
な
い
」た

め
の
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

取
材
を
終
え
て

高
齢
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
自
宅
や

地
域
で
、仲
間
と
つ
な
が
り
な
が
ら
楽
し

く
生
活
す
る
た
め
に
、何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
悩
み
な
が
ら
も
行
動
さ

れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。一
人
一

人
が
、寄
り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　近年、つながりの希薄化や社会的孤立、経済的困窮などが課題となる中、地域共生社会の実現に向けて
県内各地でさまざまな支え合い活動が進められています。あらためて「無縁社会」に警鐘を鳴らし、みんなで
「支え合い社会」を目指していくための場として、県民フォーラムを開催します。

今
回
は
、猪
名
川
町
を
中
心
に
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生

活
を
続
け
る
た
め
、在
宅
ケ
ア
に

関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、交
流

サ
ロ
ン
の
運
営
な
ど
に
取
り
組
む

「
N
P
O
法
人
猪
名
川
在
宅
ケ
ア

を
考
え
る
会
」を
紹
介
す
る
よ
。

誰もが気軽に集い、交流できる
地域の居場所「ユニバーサルカフェ」

ユニバーサルカフェ
支援者

外国人

高齢者
障害者

事業者

子育て
世代

子ども

日時
会場
対象
定員
参加費
内容

講師

令和元年８月２６日（月）１３：００～１６：３０
神戸芸術センター 芸術劇場 （神戸市中央区）
キャンペーンの趣旨に賛同する方
８００人
無料
記念講演
「障害のある人もない人も、老いも若きも
 共に暮らす街を目指して（仮題）」
野沢 和弘 氏（毎日新聞社論説委員）

[ プロフィール ]
1983年早稲田大学法学部卒業、毎日新聞入社。いじめ、引きこもり、薬
害エイズ、児童虐待、障害者虐待などに取り組む。社会部副部長、夕刊
編集部長などを経て2009年から論説委員（社会保障担当）。
厚生労働省社会保障審議会障害者部会委員、地域共生社会に向けた包
括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会委員、内閣府障害者
政策委員会委員など。

記念講演後には、
パネルディスカッションも予定されています
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みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

ＴＯＰＩＣＳ

　高齢者、障害者、子ども・子育て世代、外国人など誰もが
気軽に集い、悩みや困りごとを共有し、交流できる地域の
居場所づくりを支援するために、今年度、「ユニバーサルカ
フェ開設応援の助成事業」が予定されています。
　「ふるさとひょうご寄附金」を財源として実施するこの助
成事業は、助成金額の上限を１０万円とし、ユニバーサルカ
フェを開設する為の用品購入・広報経費、交流イベントなど
の開催経費に活用していただけます。
　詳細は後日、県社協および市町社協を通じてご案内い
たします。

地域の居場所づくりを応援! !
ユニバーサルカフェ開設応援事業

講
演
会
な
ど
を
通
じ
、認
知
症
、介
護
予

防
、支
え
合
い
活
動
な
ど
に
つ
い
て
会
員

と
地
域
住
民
、行
政
職
員
も
交
え
て
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
学
習
会
で
の
気
づ
き
を
基

に
、平
成
28
年
度
か
ら
の
2
年
間
は
県

の
補
助
金
を
活
用
し
、町
内
の
高
齢
者

サ
ロ
ン
を
調
査
し
て「
笑
い
声
が
聞
こ

え
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
ガ
イ
ド
M
A
P
」

を
発
行
。さ
ら
に
は
、在
宅
ケ
ア
の
情
報

を
盛
り
込
ん
だ「
猪
名
川
か
わ
ら
版
」の

発
行
に
も
つ
な
げ
た
。

　「
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
に
大
変
好

評
だ
っ
た
。ど
こ
に
行
け
ば
仲
間
と
交

　
N
P
O
法
人
猪
名
川
在
宅
ケ
ア
を
考

え
る
会（
以
下
、「
考
え
る
会
」）は
、地
域

の
高
齢
者
福
祉
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、平

成
20
年
に
情
報
収
集・啓
発
に
取
り
組
む

団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。以
来
、福
祉・

介
護
に
関
す
る
学
習
会
に
力
を
入
れ
て

お
り
、考
え
る
会
の
会
員
に
医
師
や
福
祉

関
係
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、専
門
的
な
話

題
も
分
か
り
や
す
く
紐
解
き
な
が
ら
、地

域
住
民
と
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く
っ

て
き
た
。シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
勉
強
会
、

流
で
き
る
の
か
、具
体
的
な
情
報
を
届

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
」

と
理
事
長
の
久
保
さ
ん
は
活
動
を
振
り

返
る
。

　
考
え
る
会
で
は
、平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
、地
域
の
人
た
ち
と
の
意
見
交

換
会「
ま
ち
づ
く
り
井
戸
端
会
議（
つ
な

が
り
づ
く
り
i
n
松
尾
台
）」を
発
展
さ

せ
、翌
年
か
ら
は「
寄
り
添
う
在
宅
ケ

ア・サ
ロ
ン
」を
月
2
回
実
施
し
て
い

る
。松
尾
台
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
協
働
し
、介
護
の
心
配
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
仲
間
と
話

し
合
い
、専
門
家
に
相
談
で
き
る
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、健
康
体
操
な
ど

を
行
う
取
り
組
み
だ
。地
域
住
民
に

と
っ
て
も
、気
軽
に
参
加
し
て
コ
コ
ロ

と
カ
ラ
ダ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場

に
な
っ
て
い
る
。

　
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、今
後
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
見
え

て
き
た
。例
え
ば
、サ
ロ
ン
へ
の
参
加
や

買
い
物
な
ど
に
必
要
な
移
動
支
援
、認

知
症
の
方
の
生
活
支
援
な
ど
だ
。い
ず

れ
も
解
決
策
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
も
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人

猪
名
川
在
宅
ケ
ア
を
考
え
る
会

〒
6
6
6
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2
6
1
川
辺
郡
猪
名
川
町

松
尾
台
4
丁
目
6
番
1
5
1

T
E
L
:0
7
2
‐
7
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6
‐
6
9
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0

気
軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
へ

〜〝
寄
り
添
う
在
宅
ケ
ア
・

サ
ロ
ン
〞の
実
施
〜

大好評｢高齢者サロンガイドMAP｣
｢猪名川かわら版｣

笑顔が弾ける「寄り添う在宅サロン」

学
習
会
か
ら
発
展
し
て

挑
戦
し
た

「
高
齢
者
サ
ロ
ン
マ
ッ
プ
」作
り

住
み
慣
れ
た
自
宅
と
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
お
手
伝
い

〜
情
報
と
笑
顔
の
配
達
人
た
ち
〜

「支え合い社会」県民フォーラム　開催予告
野沢 和弘 氏（毎日新聞社論説委員）による記念講演が決定！

で
は
な
い
が
、地
域
住
民
と
一
緒
に
学

び・考
え
る
と
い
う
、考
え
る
会
が
大
切

に
し
て
き
た
ス
タ
イ
ル
か
ら「
地
域
の

中
で
高
齢
者
を
一
人
に
さ
せ
な
い
」た

め
の
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

取
材
を
終
え
て

高
齢
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
自
宅
や

地
域
で
、仲
間
と
つ
な
が
り
な
が
ら
楽
し

く
生
活
す
る
た
め
に
、何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
悩
み
な
が
ら
も
行
動
さ

れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。一
人
一

人
が
、寄
り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　近年、つながりの希薄化や社会的孤立、経済的困窮などが課題となる中、地域共生社会の実現に向けて
県内各地でさまざまな支え合い活動が進められています。あらためて「無縁社会」に警鐘を鳴らし、みんなで
「支え合い社会」を目指していくための場として、県民フォーラムを開催します。

今
回
は
、猪
名
川
町
を
中
心
に
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生

活
を
続
け
る
た
め
、在
宅
ケ
ア
に

関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、交
流

サ
ロ
ン
の
運
営
な
ど
に
取
り
組
む

「
N
P
O
法
人
猪
名
川
在
宅
ケ
ア

を
考
え
る
会
」を
紹
介
す
る
よ
。

誰もが気軽に集い、交流できる
地域の居場所「ユニバーサルカフェ」

ユニバーサルカフェ
支援者

外国人

高齢者
障害者

事業者

子育て
世代

子ども

日時
会場
対象
定員
参加費
内容

講師

令和元年８月２６日（月）１３：００～１６：３０
神戸芸術センター 芸術劇場 （神戸市中央区）
キャンペーンの趣旨に賛同する方
８００人
無料
記念講演
「障害のある人もない人も、老いも若きも
 共に暮らす街を目指して（仮題）」
野沢 和弘 氏（毎日新聞社論説委員）

[ プロフィール ]
1983年早稲田大学法学部卒業、毎日新聞入社。いじめ、引きこもり、薬
害エイズ、児童虐待、障害者虐待などに取り組む。社会部副部長、夕刊
編集部長などを経て2009年から論説委員（社会保障担当）。
厚生労働省社会保障審議会障害者部会委員、地域共生社会に向けた包
括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会委員、内閣府障害者
政策委員会委員など。

記念講演後には、
パネルディスカッションも予定されています
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　今回は、社会福祉法人勝原福祉会が「地域ニーズ委員会」を立ち上げ、県内

法人全体で地域の子育て支援に取り組む様子を紹介します。

　離乳食講座などを通して、子育てに不安や孤独感を抱える子育て家庭が気

軽に相談できる場づくりを展開する社会福祉法人の取り組みです。

子育て支援を通して地域とつながる～勝原Peco～
ピ   コ

社会福祉法人勝原福祉会　
姫路市勝原区宮田143-3
ＴＥＬ：079-272-4623
ＵＲＬ：http://www.katsuhara.or.jp/

Q1.取り組みのきっかけは
A1.核家族化が進み、誰の手助けも得ることがで
きず、不安や孤独感を抱える子育て家庭が増えて
います。保育園に通う子どもや保護者だけでなく、
地域の子育て家庭も気軽に相談できる場の必要性
を感じ、平成26年に地域公益活動委員会を立ち上
げました。平成29年にはその委員会を進化させ、
「地域ニーズ委員会」として各園から1名ずつの委
員を選出し、委員会を２カ月に1回開催しています。
　委員会のテーマは「つながり」です。“People”
“Connection”から活動全体を「勝原Peco（ピコ）」
と名付けました。そこから各園にもPecoをつくり、

委員が主体となって活動を広げています。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.Pecoの活動は、ベビーマッサージや親子体操
など各園が独自に取り組む活動と、全園で取り組む
離乳食講座「もぐもぐ広場」などがあります。
　このうち「もぐもぐ広場」は、各園で年に2回栄養士
が中心になって実施しています。「離乳食が正しく
作れているか分からない」と不安に思うお母さん
が多いことから始めた取り組みです。夫婦で参
加をされる方が多く、実際に試食をしても
らいレシピを持ち帰ってもらいます。
　また、「自由に遊べる場」としての園庭
開放を一層充実させようと、各園では
誕生日会や制作活動など、保護者の
意見を取り入れ、地域のニーズに
合わせたプログラムを考えて
実施しています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.委員だけではなく職員みんなで地域のニーズを
共有し、地域に返すことで、地域とつながる大切さが職員
間に浸透してきました。
　一方で本当に支援を必要としている人は園に来られない
のではないかと懸念をしています。まずは「子育て支援に取
り組む保育園があること」を知ってもらい、足を運んでもら
うため、子育て応援冊子「Kira・Kira」を作成して地域に配
布しています。講座などに参加した方に、継続的に保育園に
足を運んでもらえるよう、子育てに役立つ情報を小まめに提供
するなど、取り組みに工夫を重ねています。
　今後も勝原Pecoの活動とともに冊子「Kira・Kira」を地域に広
め、地域の子育て家庭を支えていきたいと考えています。

キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 勝原福祉会 

試食をしながら離乳食の作り方や
与え方を学ぶ「もぐもぐ広場」

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

　
私
の
願
い
は
、女
性
や
子
ど
も
が
も
っ

と
自
由
に
、も
っ
と
の
び
や
か
に
生
き
ら

れ
る
社
会
で
す
。

　
こ
の
願
い
は
、
私
自
身
が
、
女
は
男
に

従
う
の
が
当
た
り
前
と
い
う
家
庭
環
境

で
成
長
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

願
い
が
行
動
に
結
び
つ
い
た
の
は
、子
育

て
を
し
な
が
ら
参
加
し
た
環
境
運
動
で

の
学
び
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
女
性
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
権
利
が

あ
る
」と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
の
も
こ

の
頃
で
す
。全
国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
調

べ
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に「
兵
庫
県
に
女

性
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
会
」を
発
足

し
ま
し
た
。行
政
に
働
き
か
け
る
だ
け
で

な
く
、自
分
た
ち
も
行
動
し
よ
う
と
立
ち

上
げ
た
の
が
、「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
こ

う
べ
」で
す
。

　
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
こ
う
べ
」
で
は
、

女
性
た
ち
が
本
音
を
語
れ
る
場
を
つ
く
ろ

う
と
、
一
軒
家
を
借
り
て
「
女
た
ち
の
家
」

を
開
設
し
ま
し
た
。開
設
し
て
す
ぐ
、
次
々

と
女
性
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。※
Ｄ
Ｖ
と

い
う
言
葉
も
ま
だ
な
い
時
代
で
し
た
が
、

暴
力
や
抑
圧
に
苦
し
み
な
が
ら
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
女
性
が
こ
ん
な
に
多
く

い
る
の
か
と
、
胸
を
衝
か
れ
ま
し
た
。残

念
な
が
ら
「
女
た
ち
の
家
」
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
閉
鎖
し
ま
し
た
が
、そ
の
後

も
電
話
相
談
や
情
報
誌
の
発
行
、自
助
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、無
我
夢
中
で

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。平
成
16
年
に
は

女
性
と
子
ど
も
が
緊
急
避
難
す
る
た
め

の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設
し
、現
在
は
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
の
居
場
所「
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ａ
」も
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
幅
を
広
げ
る
に
つ
れ
て
、次
々

に
現
れ
る
、困
難
を
抱
え
る
女
性
た
ち
を

前
に
悩
み
は
深
ま
り
ま
し
た
。女
性
た
ち

へ
の
直
接
支
援
だ
け
で
は
問
題
の
根
本

は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。こ
の
悩

み
の
答
え
の
一
つ
が
、子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
で
す
。平
成
19
年
か
ら
は
教
育
現
場

で
の
「
Ｄ
Ｖ

防
止
教
育
」

を
始
め
、
こ

れ
ま
で
22
万

人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
国
の
調
査
で
は
、既
婚
女
性
の
3
人
に

1
人
が
Ｄ
Ｖ
を
経
験
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、Ｄ
Ｖ
へ
の
理
解
と
支
援
は
世
界
的
に

見
て
、
日
本
は
低
い
水
準
で
す
。例
え
ば
、

県
内
に
複
数
あ
っ
た
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

は
、
財
政
面
の
厳
し
さ
か
ら
、
私
た
ち
が

運
営
す
る
1
カ
所
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ェ
ル
タ
ー
だ
け
で
な
く
、住
宅
や
仕
事

の
確
保
を
含
め
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
づ
く
り
は
社
会
全
体
の
課
題
で
す
。

　
私
た
ち
が
描
く
次
の
目
標
は
、「
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
」
の
設
立
で
す
。こ
れ
は
、

孤
立
し
が
ち
な
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
、

仲
間
を
つ
く
り
な
が
ら
回
復
し
生
活
を

再
建
す
る
拠
点
で
す
。多
く
の
人
と
目
標

を
共
有
し
、力
を
集
め
な
が
ら
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

学
び
と
出
会
い
か
ら

は
じ
ま
っ
た
活
動

個
人
で
は
な
く

社
会
の
問
題
と
し
て
解
決
を

Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
が
な
い
時
代
に

私
の
モ
ッ
ト
ー 

正井 禮子さん 
（神戸市）

  まさい　    れいこ
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Personal History

平成  3年　「兵庫県に女性センターを立ち上げる会」発足 
平成  4年　「ウィメンズネットこうべ」発足（平成19年にNPO法人化）
平成  6年　「女性たちの家」開設（阪神・淡路大震災で閉鎖）
平成30年　「チャンピオン・オブ・チェンジ」日本大賞 受賞

シングルマザーと子どもの居場所
として立ち上げた「WACCA」

無
い
も
の
は
創
る
！

無
い
も
の
は
創
る
！

※ 

D
V（
ド
メ
ス
テ
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済
的
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的
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。
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　今回は、社会福祉法人勝原福祉会が「地域ニーズ委員会」を立ち上げ、県内

法人全体で地域の子育て支援に取り組む様子を紹介します。

　離乳食講座などを通して、子育てに不安や孤独感を抱える子育て家庭が気

軽に相談できる場づくりを展開する社会福祉法人の取り組みです。

子育て支援を通して地域とつながる～勝原Peco～
ピ   コ

社会福祉法人勝原福祉会　
姫路市勝原区宮田143-3
ＴＥＬ：079-272-4623
ＵＲＬ：http://www.katsuhara.or.jp/

Q1.取り組みのきっかけは
A1.核家族化が進み、誰の手助けも得ることがで
きず、不安や孤独感を抱える子育て家庭が増えて
います。保育園に通う子どもや保護者だけでなく、
地域の子育て家庭も気軽に相談できる場の必要性
を感じ、平成26年に地域公益活動委員会を立ち上
げました。平成29年にはその委員会を進化させ、
「地域ニーズ委員会」として各園から1名ずつの委
員を選出し、委員会を２カ月に1回開催しています。
　委員会のテーマは「つながり」です。“People”
“Connection”から活動全体を「勝原Peco（ピコ）」
と名付けました。そこから各園にもPecoをつくり、

委員が主体となって活動を広げています。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.Pecoの活動は、ベビーマッサージや親子体操
など各園が独自に取り組む活動と、全園で取り組む
離乳食講座「もぐもぐ広場」などがあります。
　このうち「もぐもぐ広場」は、各園で年に2回栄養士
が中心になって実施しています。「離乳食が正しく
作れているか分からない」と不安に思うお母さん
が多いことから始めた取り組みです。夫婦で参
加をされる方が多く、実際に試食をしても
らいレシピを持ち帰ってもらいます。
　また、「自由に遊べる場」としての園庭
開放を一層充実させようと、各園では
誕生日会や制作活動など、保護者の
意見を取り入れ、地域のニーズに
合わせたプログラムを考えて
実施しています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.委員だけではなく職員みんなで地域のニーズを
共有し、地域に返すことで、地域とつながる大切さが職員
間に浸透してきました。
　一方で本当に支援を必要としている人は園に来られない
のではないかと懸念をしています。まずは「子育て支援に取
り組む保育園があること」を知ってもらい、足を運んでもら
うため、子育て応援冊子「Kira・Kira」を作成して地域に配
布しています。講座などに参加した方に、継続的に保育園に
足を運んでもらえるよう、子育てに役立つ情報を小まめに提供
するなど、取り組みに工夫を重ねています。
　今後も勝原Pecoの活動とともに冊子「Kira・Kira」を地域に広
め、地域の子育て家庭を支えていきたいと考えています。

キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 勝原福祉会 

試食をしながら離乳食の作り方や
与え方を学ぶ「もぐもぐ広場」

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

　
私
の
願
い
は
、女
性
や
子
ど
も
が
も
っ

と
自
由
に
、も
っ
と
の
び
や
か
に
生
き
ら

れ
る
社
会
で
す
。

　
こ
の
願
い
は
、
私
自
身
が
、
女
は
男
に

従
う
の
が
当
た
り
前
と
い
う
家
庭
環
境

で
成
長
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

願
い
が
行
動
に
結
び
つ
い
た
の
は
、子
育

て
を
し
な
が
ら
参
加
し
た
環
境
運
動
で

の
学
び
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
女
性
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
権
利
が

あ
る
」と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
の
も
こ

の
頃
で
す
。全
国
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
調

べ
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に「
兵
庫
県
に
女

性
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
会
」を
発
足

し
ま
し
た
。行
政
に
働
き
か
け
る
だ
け
で

な
く
、自
分
た
ち
も
行
動
し
よ
う
と
立
ち

上
げ
た
の
が
、「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
こ

う
べ
」で
す
。

　
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
こ
う
べ
」
で
は
、

女
性
た
ち
が
本
音
を
語
れ
る
場
を
つ
く
ろ

う
と
、
一
軒
家
を
借
り
て
「
女
た
ち
の
家
」

を
開
設
し
ま
し
た
。開
設
し
て
す
ぐ
、
次
々

と
女
性
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。※
Ｄ
Ｖ
と

い
う
言
葉
も
ま
だ
な
い
時
代
で
し
た
が
、

暴
力
や
抑
圧
に
苦
し
み
な
が
ら
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
女
性
が
こ
ん
な
に
多
く

い
る
の
か
と
、
胸
を
衝
か
れ
ま
し
た
。残

念
な
が
ら
「
女
た
ち
の
家
」
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
閉
鎖
し
ま
し
た
が
、そ
の
後

も
電
話
相
談
や
情
報
誌
の
発
行
、自
助
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
な
ど
、無
我
夢
中
で

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。平
成
16
年
に
は

女
性
と
子
ど
も
が
緊
急
避
難
す
る
た
め

の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設
し
、現
在
は
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
の
居
場
所「
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ａ
」も
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
幅
を
広
げ
る
に
つ
れ
て
、次
々

に
現
れ
る
、困
難
を
抱
え
る
女
性
た
ち
を

前
に
悩
み
は
深
ま
り
ま
し
た
。女
性
た
ち

へ
の
直
接
支
援
だ
け
で
は
問
題
の
根
本

は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。こ
の
悩

み
の
答
え
の
一
つ
が
、子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
で
す
。平
成
19
年
か
ら
は
教
育
現
場

で
の
「
Ｄ
Ｖ

防
止
教
育
」

を
始
め
、
こ

れ
ま
で
22
万

人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　
国
の
調
査
で
は
、既
婚
女
性
の
3
人
に

1
人
が
Ｄ
Ｖ
を
経
験
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、Ｄ
Ｖ
へ
の
理
解
と
支
援
は
世
界
的
に

見
て
、
日
本
は
低
い
水
準
で
す
。例
え
ば
、

県
内
に
複
数
あ
っ
た
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

は
、
財
政
面
の
厳
し
さ
か
ら
、
私
た
ち
が

運
営
す
る
1
カ
所
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ェ
ル
タ
ー
だ
け
で
な
く
、住
宅
や
仕
事

の
確
保
を
含
め
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
づ
く
り
は
社
会
全
体
の
課
題
で
す
。

　
私
た
ち
が
描
く
次
の
目
標
は
、「
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
」
の
設
立
で
す
。こ
れ
は
、

孤
立
し
が
ち
な
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
、

仲
間
を
つ
く
り
な
が
ら
回
復
し
生
活
を

再
建
す
る
拠
点
で
す
。多
く
の
人
と
目
標

を
共
有
し
、力
を
集
め
な
が
ら
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

学
び
と
出
会
い
か
ら

は
じ
ま
っ
た
活
動

個
人
で
は
な
く

社
会
の
問
題
と
し
て
解
決
を

Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
が
な
い
時
代
に

私
の
モ
ッ
ト
ー 

正井 禮子さん 
（神戸市）

  まさい　    れいこ
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Personal History

平成  3年　「兵庫県に女性センターを立ち上げる会」発足 
平成  4年　「ウィメンズネットこうべ」発足（平成19年にNPO法人化）
平成  6年　「女性たちの家」開設（阪神・淡路大震災で閉鎖）
平成30年　「チャンピオン・オブ・チェンジ」日本大賞 受賞

シングルマザーと子どもの居場所
として立ち上げた「WACCA」
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６
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護

実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
へ
と
移
転
し
た
。

　
今
後
は
、
移
転
先
を
新
た
な
拠
点
と

し
て
、
海
外
の
送
り
出
し
機
関
と
実
習

施
設
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
入
国
し
た
実
習
生
に
日
本

語
や
介
護
の
講
習
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
監
理
団
体
と
し
て
適
正
な
実

習
が
行
わ
れ
て
い
る
か
実
施
者
に
指

導
・
監
査
を
行
い
な
が
ら
、
外
国
人
介

護
人
材
の
受
け
入
れ
と
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
津
波
被
害

を
受
け
た
宮
城
県
名
取
市
の
閖
上
地
区

で
5
月
26
日
、復
興
へ
の
一
区
切
り
と
し

て
復
興
の
歩
み
を
発
信
し
、支
援
者
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
「
ま
ち
び
ら
き
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は

発
災
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

同
地
区
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

活
動
を
継
続
。今
回
の「
ま
ち
び
ら
き
」に

も
２０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
駆
け
付

け
、
閖
上
地
区
の
方
が
出
演
さ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
の
運
営
や
会
場
の
清
掃
の
手
伝

い
、竹
灯
籠
に
よ
る
追
悼
行
事
の
運
営
支

援
な
ど
を
行
い
、住
民
と
の
交
流
を
図
っ

た
。

　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、今
後
も
東

日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
出
向

き
、
住
民
と
の

交
流
を
図
り
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
復
興
を

応
援
す
る
予
定

だ
。

ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護
実
習

支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地・閖
上

地
区
の「
ま
ち
び
ら
き
」を
支
援

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉

の
仕
事
の
「
や
り
が
い
」「
魅
力
」
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
高

校
生
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
福
祉

の
し
ご
と
職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

８
月
か
ら
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
・
障
害
・
児
童

分
野
の
施
設
の
う
ち
２
カ
所
を
日
帰

り
で
見
学
す
る
も
の
で
、
職
員
か
ら
の

説
明
や
利
用
者
と
の
交
流
な
ど
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
る
。こ
れ
ま
で
の

参
加
者
か
ら
は
「
施
設
の
設
備
が
整
っ

て
い
て
、
働
き
や
す
い
印
象
を
受
け

た
」「
職
員
や
ご
利
用
者
の
笑
顔
を
見

せ
て
い
た
だ
き
、
私
も
そ
の
笑
顔
の
お

福
祉
の
し
ご
と
職
場
見
学

ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

ホームページ
はこちら！

神戸市中央区中山手通7丁目28-33
県福祉人材研修センター３階
TE L：078-362-0176
FAX：078-362-0181

8月6日
（火）

北播磨・丹波コース
・ 丹南精明園（障害分野）
・ 特別養護老人ホーム コモエスタにしわき（高齢分野）

９月12日
（木）

但馬コース
・ 特別養護老人ホーム こうのとり荘（高齢分野）
・ 特別養護老人ホーム とよおかの里（高齢分野）

9月14日
（土）

10月29日
（火）

中・西播磨コース
・ 障害者支援施設 協和学園（障害分野）
・ 特別養護老人ホーム むれさき苑（高齢分野）

問
い
合
わ
せ

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
8
-2
7
1
-3
8
8
1

※
参
加
費
無
料
、事
前
の
申
込
が
必
要

　
５
月
２７
日
、神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ

た
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
の
第
５９
回
定
時
総
会
に
お
い

て
、同
協
会
か
ら
県
社
協
に
５０
万
円
の

寄
付
が
あ
り
、吉
本
会
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、社
会
貢
献
活
動
の一環

と
し
て
本
部・支
部
の
事
務
所
や
会
議・

研
修
な
ど
の
会
場
に
募
金
箱
を
設
置

し
、会
員
へ
募
金
を
呼
び
掛
け
、長
年
、

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
募
金
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、県
社

協
2
0
2
0
年
計
画
に
基
づ
く
各
種

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

寄
付・寄
贈
の
お
礼

福祉人材研修センター　研修受講者を募集中！

８月20日（火）・21日（水）、　　　
９月27日（金）、10月25日（金）

県福祉人材研修センター３階研修室

地域福祉に関心のある社会福祉従
事者、法人・施設の地域公益活動に
取り組む担当者等

8月5日（月）

50名（原則、先着順）

開催日

会場

対象

申込締切日

定員

地域福祉研修
8月22日（木）・23日（金）

県福祉人材研修センター３階研修室

社会福祉施設・事業所の施設長・部
門管理者（部課長等）、市町社協事務
局長等

8月5日（月）

50名（原則、先着順）

開催日

会場

対象

申込締切日

定員

組織マネジメント基礎研修（基礎編）

お問い合わせは、福祉人材研修センターへ　TEL：078-367-3001

移転先

※今回の移転に伴
い、電話及びFAX
番号が変更してい
ます。

手
伝
い
が
出
来
た
ら
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
、
福
祉
分
野
で
の
就
労
の
入
り
口
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
、
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。神戸・阪神コース

・ オアシス千歳 特別養護老人ホーム（高齢分野）
・ 児童発達支援センター おかば学園、障害者支援施設
  ひだまり園（障害分野）

職員の話を熱心に聞く参加者たち（昨年度の様子）社会福祉法人定款例では、社会福祉施設整備のための資金に対する融資を行う民間金融機関に担保
提供する場合、理事会及び評議員会の承認に加え、所轄庁の承認が必要でしたが、所轄庁の承認を必
要としない場合（定款例第29条第3項）が追加されました（平成31年3月29日厚生労働省通知「社会福祉法人の認可
について」の一部改正について）。この取り扱いを受ける場合は、法人の定款変更が事前に必要になります。

当該事業計画が適切である旨の関係行政庁
（県・市）による意見書を所轄庁へ提出
社会福祉施設の新築、増築、改築及び新築等に
伴う土地の取得費用（設備整備のみや運営費は対象外）
当該貸付を受けて整備する施設（土地を含む）
銀行、信用金庫、信用協同組合、日本政策金
融公庫、商工組合中央金庫
毎月償還の場合、償還期日を２カ月超過した
時は、所轄庁への届出が必要

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

参考：第２９条第３項条文
三　社会福祉施設整備のための
資金に対する融資を行う確実な民
間金融機関に対して基本財産を担
保に供する場合で、当該事業計画
が適切であるとの関係行政庁によ
る意見書を所轄庁に届け出た場
合。なお、当該貸付に係る償還が
滞った場合には、遅滞なく所轄庁
に届け出るものとする。

「社会福祉法人定款例」が一部改正されました。

１.手続き

２.対象となる融資

３.担保とできる基本財産
４.民間金融機関の範囲

５.償還が滞った場合
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げ
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N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



　
６
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護

実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
へ
と
移
転
し
た
。

　
今
後
は
、
移
転
先
を
新
た
な
拠
点
と

し
て
、
海
外
の
送
り
出
し
機
関
と
実
習

施
設
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
入
国
し
た
実
習
生
に
日
本

語
や
介
護
の
講
習
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
監
理
団
体
と
し
て
適
正
な
実

習
が
行
わ
れ
て
い
る
か
実
施
者
に
指

導
・
監
査
を
行
い
な
が
ら
、
外
国
人
介

護
人
材
の
受
け
入
れ
と
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
津
波
被
害

を
受
け
た
宮
城
県
名
取
市
の
閖
上
地
区

で
5
月
26
日
、復
興
へ
の
一
区
切
り
と
し

て
復
興
の
歩
み
を
発
信
し
、支
援
者
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
「
ま
ち
び
ら
き
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は

発
災
直
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

同
地
区
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援

活
動
を
継
続
。今
回
の「
ま
ち
び
ら
き
」に

も
２０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
駆
け
付

け
、
閖
上
地
区
の
方
が
出
演
さ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
の
運
営
や
会
場
の
清
掃
の
手
伝

い
、竹
灯
籠
に
よ
る
追
悼
行
事
の
運
営
支

援
な
ど
を
行
い
、住
民
と
の
交
流
を
図
っ

た
。

　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、今
後
も
東

日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
出
向

き
、
住
民
と
の

交
流
を
図
り
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
復
興
を

応
援
す
る
予
定

だ
。

ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護
実
習

支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地・閖
上

地
区
の「
ま
ち
び
ら
き
」を
支
援

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉

の
仕
事
の
「
や
り
が
い
」「
魅
力
」
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
高

校
生
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
福
祉

の
し
ご
と
職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

８
月
か
ら
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
・
障
害
・
児
童

分
野
の
施
設
の
う
ち
２
カ
所
を
日
帰

り
で
見
学
す
る
も
の
で
、
職
員
か
ら
の

説
明
や
利
用
者
と
の
交
流
な
ど
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
る
。こ
れ
ま
で
の

参
加
者
か
ら
は
「
施
設
の
設
備
が
整
っ

て
い
て
、
働
き
や
す
い
印
象
を
受
け

た
」「
職
員
や
ご
利
用
者
の
笑
顔
を
見

せ
て
い
た
だ
き
、
私
も
そ
の
笑
顔
の
お

福
祉
の
し
ご
と
職
場
見
学

ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

ホームページ
はこちら！

神戸市中央区中山手通7丁目28-33
県福祉人材研修センター３階
TE L：078-362-0176
FAX：078-362-0181

8月6日
（火）

北播磨・丹波コース
・ 丹南精明園（障害分野）
・ 特別養護老人ホーム コモエスタにしわき（高齢分野）

９月12日
（木）

但馬コース
・ 特別養護老人ホーム こうのとり荘（高齢分野）
・ 特別養護老人ホーム とよおかの里（高齢分野）

9月14日
（土）

10月29日
（火）

中・西播磨コース
・ 障害者支援施設 協和学園（障害分野）
・ 特別養護老人ホーム むれさき苑（高齢分野）

問
い
合
わ
せ

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
8
-2
7
1
-3
8
8
1

※
参
加
費
無
料
、事
前
の
申
込
が
必
要

　
５
月
２７
日
、神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ

た
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
の
第
５９
回
定
時
総
会
に
お
い

て
、同
協
会
か
ら
県
社
協
に
５０
万
円
の

寄
付
が
あ
り
、吉
本
会
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、社
会
貢
献
活
動
の一環

と
し
て
本
部・支
部
の
事
務
所
や
会
議・

研
修
な
ど
の
会
場
に
募
金
箱
を
設
置

し
、会
員
へ
募
金
を
呼
び
掛
け
、長
年
、

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
募
金
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、県
社

協
2
0
2
0
年
計
画
に
基
づ
く
各
種

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

寄
付・寄
贈
の
お
礼

福祉人材研修センター　研修受講者を募集中！

８月20日（火）・21日（水）、　　　
９月27日（金）、10月25日（金）

県福祉人材研修センター３階研修室

地域福祉に関心のある社会福祉従
事者、法人・施設の地域公益活動に
取り組む担当者等

8月5日（月）

50名（原則、先着順）

開催日

会場

対象

申込締切日

定員

地域福祉研修
8月22日（木）・23日（金）

県福祉人材研修センター３階研修室

社会福祉施設・事業所の施設長・部
門管理者（部課長等）、市町社協事務
局長等

8月5日（月）

50名（原則、先着順）

開催日

会場

対象

申込締切日

定員

組織マネジメント基礎研修（基礎編）

お問い合わせは、福祉人材研修センターへ　TEL：078-367-3001

移転先

※今回の移転に伴
い、電話及びFAX
番号が変更してい
ます。

手
伝
い
が
出
来
た
ら
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
、
福
祉
分
野
で
の
就
労
の
入
り
口
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
、
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。神戸・阪神コース

・ オアシス千歳 特別養護老人ホーム（高齢分野）
・ 児童発達支援センター おかば学園、障害者支援施設
  ひだまり園（障害分野）

職員の話を熱心に聞く参加者たち（昨年度の様子）社会福祉法人定款例では、社会福祉施設整備のための資金に対する融資を行う民間金融機関に担保
提供する場合、理事会及び評議員会の承認に加え、所轄庁の承認が必要でしたが、所轄庁の承認を必
要としない場合（定款例第29条第3項）が追加されました（平成31年3月29日厚生労働省通知「社会福祉法人の認可
について」の一部改正について）。この取り扱いを受ける場合は、法人の定款変更が事前に必要になります。

当該事業計画が適切である旨の関係行政庁
（県・市）による意見書を所轄庁へ提出
社会福祉施設の新築、増築、改築及び新築等に
伴う土地の取得費用（設備整備のみや運営費は対象外）
当該貸付を受けて整備する施設（土地を含む）
銀行、信用金庫、信用協同組合、日本政策金
融公庫、商工組合中央金庫
毎月償還の場合、償還期日を２カ月超過した
時は、所轄庁への届出が必要

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

参考：第２９条第３項条文
三　社会福祉施設整備のための
資金に対する融資を行う確実な民
間金融機関に対して基本財産を担
保に供する場合で、当該事業計画
が適切であるとの関係行政庁によ
る意見書を所轄庁に届け出た場
合。なお、当該貸付に係る償還が
滞った場合には、遅滞なく所轄庁
に届け出るものとする。

「社会福祉法人定款例」が一部改正されました。

１.手続き

２.対象となる融資

３.担保とできる基本財産
４.民間金融機関の範囲

５.償還が滞った場合
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げ
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県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW
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助成金情報

行事予定

　　　　②同地域福祉部
　　　　TEL 078-242-4634
U R L　http://www.hasegawafukushikai.jp/

2019年度 社会福祉事業
ＮＰＯ基盤強化資金助成「住民参加型福
祉活動資金助成」
地域における高齢者・障害者・子どもなどに関
する複合的な生活課題に、地域住民が主体と
なって、包括的な支援を行なう活動に必要な
資金を助成します。
対　象　5人以上で活動する営利を目的としな

い団体（法人格の有無は問いません。）
ただし、社会福祉法人は除きます。

助成額　1団体30万円を上限とします。（総額
450万円を予定）

助成内容　助成対象の活動に関する人件費（助
成金額の50％を限度）・物件費　　
対象になる費用（費目）：人件費、会
議費、機材・什器・備品購入費、交通
費・通信費、印刷費、工事改修費など

締切り　令和元年7月19日（金）17時 
●問　●申　公益財団法人損保ジャパン日本興亜

福祉財団
　　　　TEL 03-3349-9570
U R L　https://www.sjnkwf.org/jyosei/
　　　　juminsankagata.html

障がい者の働く場パワーアップ
フォーラム（大阪会場）
障害者の働く場をめぐる、各地からの実践報告
を行う場として開催します。
開催日時　令和元年8月23日（金）10：00～17：00
会　場　マイドームおおさか
参加費　無料
定　員　200名（事前の参加登録が必要）
●問　●申　公益財団法人ヤマト福祉財団
　　　　TEL 03-3248-0691
U R L　http://www.yamato-fukushi.jp/
　　　　works/seminar/　

高齢者福祉新任職員研修(Ｂコース)
高齢者福祉を取り巻く情勢と施設職員の役割
を理解し、利用者の尊厳や主体性を保持した
支援、多職種と協働した福祉サービスの実践
について学びます。
開催日時　令和元年9月3日（火）10：10～17：00
開催場所　県福祉人材研修センター 3階研修室
締切り　令和元年8月13日（火）必着
　　　　研修センターホームページの「研修

の検索＆お申込み」からホームペー
ジ上でお申込みください。

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

社会福祉法人清水基金
社会福祉法人助成事業
障害者の施設を運営し、社会的自立支援・地
域移行を図る社会福祉法人に対し、各種の助
成を行うことにより、障害者福祉の増進に寄与
することを目的とします。
助成額　原則として1法人当たりの助成金額

は50万円～1,000万円（総額3億
6,000万円を予定。助成件数80件
程度）※原則として申し込み法人が
事業費の30％以上を負担

締切り　令和元年7月31日（水）必着
●問　●申　社会福祉法人清水基金 　　　　
　　　　TEL 03-3273-3503
U R L　https://www.shimizu-kikin.or.jp/

一般財団法人松翁会
2019年度・第34回社会福祉助成金
社会福祉に関する民間事業に助成します。
対　象　原則法人・団体であり（法人格の有

無は不問）、障害者の福祉向上案件
や難病案件、虐待防止案件であるこ
となどの条件を満たすこと

助成額　1件10万円以上60万円以内（総額
700万円以内）

締切り　令和元年7月31日（水）必着
●問　●申　一般財団法人松翁会
　　　　TEL 03-3201-3225 
U R L　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_
　　　　shououkai/

一般財団法人長谷川福祉会
令和元年度助成金
障害者を対象とした社会福祉活動のための施
設の建設・修理・改造および備品などの購入や
福祉団体・ボランティアグループなどが行う社
会福祉活動に対して助成します。 
対　象　障害者を対象とした施設・団体（法

人格の有無は不問）
助成額　①施設の建設・修理・改造：1件上限 

100万円、備品の購入：1件上限50
万円②社会福祉活動事業：1件上限
50万円、福祉活動用資材：1件上限
50万円

締切り　令和元年7月25日（木）必着
●問　●申　①兵庫県社会福祉協議会福祉事業部
　　　　TEL 078-242-4635

●問　●申　兵庫県社会福祉協議会 福祉人材研
修センター研修第1部

U R L　https://hfkensyu.com/

 ＯＪＴリーダー養成研修（基礎編）
◆福祉人材研修センター

　　　5日 県地域包括・在宅介護支援セン
ター協議会 総会・講演会　　　
◆県福祉センター

 日常生活自立支援事業専門員会議
◆県福祉センター

 相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学

　　 25日 県経営協第252回理事会・例会
◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　 26日 第2回県内社協事務局長会議
（地域福祉計画推進セミナー）　
◆県農業会館

　　 29日 令和元年度 生活支援体制整備
事業（生活支援コーディネーター）
基礎セミナー　　　　　　　　
◆県民会館

 相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆福祉人材研修センター

 令和元年度 近畿ブロック社協災害
ボランティアセンター災害支援研修
◆ひと・まち交流館 京都

　　 31日 生活福祉資金担当職員フォロー
アップ研修会　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　　6日 社会福祉法人監事研修 Ａコース
◆福祉人材研修センター

　　　8日 会計実務基礎講座（通信課程）ス
クーリング　　　　　　　　　
◆福祉人材研修センター

　　　9日 社会福祉法人監事研修 Ｂコース
◆福祉人材研修センター

 地域福祉研修（全4日）　　　　
◆福祉人材研修センター

　　 22日 前頭側頭型認知症家族交流会
◆県福祉センター

 組織マネジメント基礎研修（管理
職研修）　　　　　　　　　　
◆福祉人材研修センター

　　 26日 「支え合い社会」県民フォーラム
◆神戸芸術センター

　　 29日 経営計画策定リーダー養成ゼミ
ナール（全5回）　　　　　　　
◆県福祉センター

 若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター

8月

7月

研修・イベント

22日・
23日

20日・
21日

2日・
16日

24日・
8月7日

29日・
30日
30日・
31日

P2

福祉人材の確保・定着を福利厚生から考える
～質の高いサービス提供に向けて～

特集①

P4

「貸付」と「相談」を通じた生活支援
～生活福祉資金貸付制度の現状と課題～

特集②

P9 私の物語
女性がのびやかに生きられる社会へ
正井 禮子さん（神戸市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

みんなでつくるひょうごの福祉
住み慣れた自宅と地域で、自分らしい生活を続けるお手伝い
～情報と笑顔の配達人たち～

色鮮やかに咲く夏の花、
平池公園（加東市）の蓮・睡蓮だよ。
お出掛けは、花が開く午前中に。

P8 キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 勝原福祉会
子育て支援を通して地域とつながる
～勝原Peco～
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７月は「社会を明るくする運動の強調月間」です
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